
　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
18
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
対
策
に
要
す
る
経
費

の
ほ
か
、
職
員
の
給
与
改
定
等
に
要
す
る
経
費
を
含
む
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
議
案
28
件
を
議
決
し
た
ほ
か
、
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
た
令
和
４
年

度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
決
算
関
係
議
案
15
件
を

議
決
し
ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

◎
主
な
内
容

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

・
児
童
手
当
受
給
世
帯
へ
の
臨
時
給
付
金
支
給
事
業

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
等
発
行
支
援
事
業

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
件
（
10
件
）

《
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
１
２
６
施
設
》

・
地
域
福
祉
館
（
41
館
）、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
谷
山
荘
、
児
童
セ
ン
タ
ー

（
城
南
・
三
和
・
郡
山
）、
北
部
親
子
つ
ど
い
の
広
場
、
維
新
ふ
る
さ
と

館
、
か
ご
し
ま
健
康
の
森
公
園
、
か
ご
し
ま
健
康
の
森
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、
市
営
住
宅
等
（
76
施
設
）

▼
鹿
児
島
市
立
学
校
条
例
一
部
改
正
の
件

・
桜
島
地
域
の
５
小
学
校
及
び
３
中
学
校
を
廃
止
し
、
新
た
に
義
務
教
育
学

校
と
し
て
鹿
児
島
市
立
桜
島
学
校
を
設
置
す
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
冒
険
ラ
ン
ド
い
お
う
じ
ま
条
例
廃
止
の
件

・
鹿
児
島
市
冒
険
ラ
ン
ド
い
お
う
じ
ま
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
関
係
条
例

の
整
理
を
す
る
も
の

【
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨
】
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令和６年新春書き初め大会（鴨池公民館）令和６年新春書き初め大会（鴨池公民館）

　
こ
の
た
び
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
復
興
が
な
さ
れ
、
皆
様
の
生
活
が
安
定
さ
れ
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
被
災
へ
の
お
見
舞
い



　
　
　
令
和
５
年
度
か
ら
開
始
し
た
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
の
内
容
と
同
事
業

に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

　
　
　
同
事
業
は
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
市
有
林
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・

ク
ス
ノ
キ
の
間
伐
材
な
ど
を
用
い
た
六

角
積
み
木
（
ヘ
キ
サ
ゴ
ン
ウ
ッ
ド
ブ
ロ

ッ
ク
）
一
式
を
贈
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

６
年
１
月
４
日
以
降
に
出
生
届
出
済
証

明
を
受
け
取
っ
た
方
を
対
象
に
、
年
間

５
千
セ
ッ
ト
の
配
布
を
計
画
し
て
お
り
、

本
庁
・
谷
山
支
所
の
市
民
課
、
各
支
所

総
務
市
民
課
の
窓
口
で
直
接
手
渡
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
同
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
樹
木

の
よ
う
に
伸
び
伸
び
と
健
や
か
に
育
つ

こ
と
や
、
子
ど
も
が
持
ち
や
す
く
創
造

性
を
育
む
よ
う
願
い
を
込
め
贈
呈
す
る

も
の
で
あ
り
、
家
族
と
一
緒
に
、
普
段

か
ら
木
製
品
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
木
の

良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
森
林
に
対

す
る
親
し
み
や
理
解
が
深
ま
り
、
次
の

世
代
に
も
そ
の
良
さ
が
引
き
継
が
れ
、

将
来
の
木
材
の
消
費
量
拡
大
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
新
規
就
農
者
の
推
移
と
評
価
、

課
題
は
。
ま
た
、
県
外
や
市
外
か
ら
の

新
規
就
農
者
に
向
け
て
、
移
住
支
援
等

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
充
実
し
た
Ｐ
Ｒ
サ

イ
ト
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
規
就
農
者
の
推
移
は
平
成
30

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
順
に
、

12
、
12
、
８
、
12
、
９
人
で
、
農
林
水

産
業
振
興
プ
ラ
ン
の
数
値
目
標
で
あ
る

年
10
人
を
お
お
む
ね
確
保
で
き
て
い
る

が
、
さ
ら
に
多
く
の
新
規
就
農
者
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
課
題
と
し

て
は
、
農
業
技
術
の
習
得
や
初
期
投
資

費
用
の
確
保
な
ど
の
一
般
的
な
課
題
の

ほ
か
、
特
に
ま
と
ま
っ
た
農
地
の
確
保

が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。

　
本
市
の
新
規
就
農
者
に
向
け
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
分
か
り
や
す

い
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
紹
介
を
は
じ
め
、

市
内
主
要
品
目
の
経
営
モ
デ
ル
や
先
輩

就
農
者
の
体
験
談
を
掲
載
す
る
な
ど
、

構
成
の
見
直
し
や
内
容
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
移
住
支
援
等
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
と
の
さ
ら
な
る
連
携
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
令
和
５
年
３
月
に
書
面
開
催
さ

れ
た
桜
島
以
南
４
火
山
合
同
火
山
防
災

協
議
会
で
は
、
広
域
避
難
の
避
難
計
画

策
定
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
市
長
は
同
協
議
会
の
対
面
で
の
開

催
を
要
請
し
、
直
接
県
知
事
に
対
し
、

広
域
避
難
計
画
の
策
定
を
要
望
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　
同
協
議
会
で
は
、
噴
火
シ
ナ
リ

オ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
等
の

検
討
を
経
て
、
同
協
議
会
と
し
て
の
避

難
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
、
避
難
計
画
の
前
提
と
な
る
噴

火
シ
ナ
リ
オ
が
承
認
さ
れ
た
。

　
同
協
議
会
は
、
火
山
現
象
の
状
況
に

応
じ
た
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
等
に
つ

い
て
協
議
等
を
行
う
貴
重
な
会
議
で
あ

り
、
今
後
は
、
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
避

難
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
７
月
の

同
協
議
会
に
よ
る
要
望
に
続
い
て
、
８

月
に
は
本
市
の
担
当
部
局
か
ら
要
請
を

行
い
、
11
月
に
県
か
ら
同
計
画
策
定
に

向
け
た
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
が

示
さ
れ
る
な
ど
一
定
の
前
進
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付

金
支
給
事
業
の
補
正
予
算
額
と
内
容
、

事
業
終
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
た
、
令
和
６
年
１
月
か
ら
給
付
で
き

な
い
理
由
は
。

　
　
　
同
給
付
金
の
補
正
予
算
額
は
64

億
９
８
９
５
万
３
千
円
で
、
物
価
高
騰

の
負
担
感
の
大
き
い
低
所
得
世
帯
へ
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
５
年
夏
以
降

１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
給
付
し
て
き

た
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
世

帯
当
た
り
７
万
円
を
追
加
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。
議
決
後
速
や
か
に
周
知
広

報
や
事
務
手
続
き
を
進
め
、
６
年
１
月

中
旬
に
案
内
ハ
ガ
キ
等
の
発
送
を
行
い
、

２
月
中
旬
頃
か
ら
の
給
付
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。

　
給
付
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
開
発
・
印

刷
発
注
等
の
委
託
業
務
や
振
り
込
み
作

業
等
に
相
応
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、

１
月
か
ら
の
支
給
開
始
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
給
付
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
市
独
自
に
児
童
手
当
受
給
世
帯

へ
の
臨
時
給
付
金
支
給
事
業
を
導
入
し

た
背
景
と
市
長
の
思
い
は
。

　
　
　
物
価
高
騰
等
に
よ
る
先
行
き
へ

の
不
安
感
が
払
拭
で
き
な
い
厳
し
い
状

況
下
に
お
い
て
は
、
市
民
生
活
や
事
業

活
動
を
支
援
し
消
費
の
喚
起
や
下
支
え

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
す
る
な
ど
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
に
努
め
て
き
て
い
る
が
、
長
引

く
物
価
高
騰
の
中
で
食
料
品
な
ど
生
活

必
需
品
の
価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
子
育
て
世
帯
は
よ
り
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
積
極
的
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
、
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
子
育
て
世
帯

に
本
市
独
自
の
給
付
金
を
支
給
す
る
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
迅
速
な
支

援
に
よ
り
家
計
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
児
童
相
談
所
の
施
設
構
成
に
つ

い
て
、
候
補
地
の
う
ち
、
鴨
池
公
園
駐

車
場
は
併
設
・
複
合
化
を
検
討
し
て
い

る
が
、
県
農
業
試
験
場
跡
地
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
利

用
者
の
利
便
性
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
コ

ス
ト
、
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
比
較

評
価
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
た
の
か
。

さ
ら
に
、
早
期
設
置
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
含
め
市
長
の
決
意
は
。

　
　
　
同
跡
地
に
整
備
す
る
場
合
の
施

設
構
成
は
、
近
隣
に
子
育
て
支
援
機
能

を
持
つ
南
部
親
子
つ
ど
い
の
広
場
や
母

子
保
健
機
能
を
持
つ
南
部
保
健
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
相
互
に
密
接
な

連
携
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
児
童
相
談
所
単
独
で
の
設
置
と

し
た
。
交
通
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は
、

同
駐
車
場
に
優
位
性
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
項
目
で
は
同
跡
地
に
優
位
性

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
同
跡

地
の
方
が
整
備
予
定
地
と
し
て
優
位
性

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

　
今
後
、
議
会
の
議
論
も
踏
ま
え
る
と

と
も
に
周
辺
地
域
の
住
民
等
を
対
象
と

し
た
説
明
会
の
開
催
を
具
体
的
に
検
討

す
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
整
備

予
定
地
を
決
定
し
、
児
童
相
談
所
の
設

置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
鋭
意
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２

問答

桜
島
大
規
模
噴
火
対
策

問

問答 ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業

問答 新
規
就
農
者
呼
び
込
み

　第４回定例会では13人の議員が個人質疑を行いました。その中から一部を紹介し
ます。
　質疑者は次のとおりです。

（公　明　党）
（にじとみどり）
（社 民 立 憲）
（自民党市議団）

議員
議員
議員
議員

こじま洋 子
のぐち英一郎
まつお晴代
平 山 　 哲

（自民党市議団）
（日本共産党）
（自民党市議団）
（にじとみどり）

議員
議員
議員
議員

薗 田 裕 之
園 山 え り
西 　 洋 介
大 園 盛 仁

（市 民 連 合）
（自民党市議団）
（日本共産党）
（日本共産党）
（社 民 立 憲）

議員
議員
議員
議員
議員

合原ちひろ
仮 屋 秀 一
たてやま清隆
大園たつや
向江かほり

個人質疑
   　 　  から

インターネット放映
（アクセス方法）
市議会トップページ
→  インターネット議会中継録画 （掲載記事は質疑順ではありません。）

答問

問 児
童
手
当
受
給
世
帯
へ
の

臨
時
給
付
金

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

答答

児
童
相
談
所
の
設
置
に

向
け
た
検
討

産
業
・
農
業

危
機
管
理

健
康
・
福
祉

子
育
て

ヘキサゴンウッドブロック（左）・贈呈袋（右）

噴煙を上げる桜島

ほうれん草の収穫

赤ちゃんのおやつタイム



か
み  

の
　ま
る 

な
か 

せ
ん

　
　
　
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
安

心
・
安
全
対
策
事
業
の
背
景
と
目
的
、

保
護
者
や
本
人
へ
の
カ
メ
ラ
設
置
等
の

情
報
共
有
方
法
は
。

　
ま
た
、
事
件
や
事
故
が
起
こ
っ
た
際

の
本
市
の
対
応
は
。

　
　
　
同
事
業
は
、
令
和
５
年
11
月
の

国
の
総
合
経
済
対
策
に
、
保
育
所
等
に

お
け
る
性
犯
罪
防
止
対
策
と
し
て
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
保
護
者
の
安
心
に
応
え
る
カ
メ
ラ
等

の
設
置
支
援
を
行
う
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、

本
市
設
置
の
児
童
福
祉
施
設
等
へ
カ
メ

ラ
な
ど
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ

メ
ラ
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
や

運
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
保
護
者
等
へ

の
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
件
等
が
発
生
し
た
際
の
対

応
と
し
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
カ
メ

ラ
に
よ
る
映
像
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

的
確
な
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
も
連
携
す
る
な

ど
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
が

５
年
ぶ
り
の
Ｊ
２
昇
格
を
決
め
、
多
く

の
市
民
が
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
が
、
Ｊ
２
昇
格
後
の
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
条
件
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
Ｊ
１
昇
格
の
条
件
は
。

　
　
　
Ｊ
１
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
す
る
た
め
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
条
件
は
、

入
場
可
能
数
が
１
万
５
千
人
以
上
で
あ

る
こ
と
、
新
設
お
よ
び
大
規
模
改
修
を

行
う
際
は
、
原
則
と
し
て
屋
根
は
全
て

の
観
客
席
を
覆
う
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
北
ふ
頭
で
の
整
備

に
向
け
、
港
湾
関
係
者
と
の
協
議
を
進

め
る
と
と
も
に
、
県
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
オ
ー
ル
鹿
児
島
の
体
制

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
Ｊ
１
昇
格
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
１
ク
ラ

ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
が
交
付
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
Ｊ
２
に
お
け
る
年
間
順
位
の

２
位
以
内
に
入
る
か
、
Ｊ
１
参
入
プ
レ

ー
オ
フ
で
優
勝
す
る
こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
「
か
ご
し
ま
自
然
百

選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
景
観
資
源
等

に
対
し
て
、
事
業
者
の
環
境
影
響
評
価

準
備
書
で
は
、
市
道
上
之
丸
中
線
中
間

点
付
近
か
ら
の
景
観
に
は
景
観
資
源
は

な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
本
市
の
見
解
は
。

　
ま
た
、
同
地
点
か
ら
の
景
観
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
県
知
事
意
見
と
し
て
、

環
境
影
響
評
価
方
法
書
と
同
準
備
書
で

も
取
り
や
め
や
変
更
な
ど
重
ね
て
指
摘

を
受
け
て
い
る
が
、
事
業
者
の
対
応
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

　
　
　
同
準
備
書
に
お
い
て
、
同
地
点

付
近
か
ら
の
風
力
発
電
機
の
垂
直
視
野

角
が
６
度
を
超
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
は
、
環
境
省
の
「
自
然
と

の
触
れ
合
い
分
野
の
環
境
影
響
評
価
技

術
調
査
・
予
測
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

を
踏
ま
え
、
景
観
的
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
県
へ
回
答
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
景
観
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
に
お
い
て
、
同
準
備
書
に
お
け
る
県

知
事
意
見
や
、
「
鹿
児
島
県
風
力
発
電

施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
景
観
形
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
事
業
者
が
順
守
す
べ

き
基
準
等
を
踏
ま
え
、
計
画
の
検
討
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
民

意
見
や
市
民
生
活
に
寄
り
添
う
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
。
過
疎
化
が
進

む
中
山
間
地
区
で
は
、
地
域
や
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
線
引
き
を
廃
止
し
、

誇
り
と
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
農
村
を
構

築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
都
市
計
画
を
定
め
る
場
合
は
、

基
本
的
な
考
え
方
や
素
案
に
関
す
る
広

報
紙
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
と
と
も
に

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
線
引
き
制
度
は
、

都
市
の
健
全
で
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
第
二
次
か
ご
し
ま

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
都

市
計
画
区
域
や
線
引
き
な
ど
の
在
り
方

は
、
当
面
、
現
状
を
基
本
と
し
た
土
地

利
用
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

今
後
の
人
口
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
て
引

き
続
き
、
調
査
・
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
の
見
直
し
で
は
、

集
落
機
能
の
維
持
・
保
全
を
図
る
た
め
、

集
落
核
に
お
け
る
生
活
利
便
施
設
の
延

床
面
積
の
上
限
を
見
直
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
　
　
い
じ
め
の
解
消
の
要
件
と
令
和

３
、
４
年
度
の
小
中
学
校
別
解
消
率
の

比
較
お
よ
び
教
育
委
員
会
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　
国
の
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め

の
基
本
的
な
方
針
に
よ
る
と
、
「
影
響

を
与
え
る
行
為
が
相
当
の
期
間
、
少
な

く
と
も
３
カ
月
間
を
目
安
と
し
て
、
継

続
し
て
止
ん
で
い
る
こ
と
」
「
被
害
児

童
生
徒
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
な

い
こ
と
」
の
両
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市

に
お
け
る
解
消
率
は
、
３
年
度
、
４
年

度
の
順
に
、
小
学
校
88
・
５
％
、
94
・

９
％
、
中
学
校
80
・
４
％
、
91
・
６
％

で
あ
る
。

　
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
教
職
員

が
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

で
き
る
よ
う
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
に

加
え
、
未
然
防
止
と
い
う
視
点
を
よ
り

重
視
し
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め
の
問
題

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
道
徳
や
学
級
活
動
の
時

間
の
学
習
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
法
律
の
専
門
家
等
の
協
力
も
得
な

が
ら
未
然
防
止
教
室
の
実
施
な
ど
、
よ

り
実
践
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
不
登
校
対
策
に
お
け
る
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
と
の
連
携
に
よ
る
出
席
扱

い
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。
ま
た
、
連

携
の
増
加
に
つ
い
て
の
認
識
と
さ
ら
な

る
連
携
強
化
の
考
え
方
は
。

　
　
　
国
の
通
知
に
よ
る
と
、
保
護
者

と
学
校
と
の
間
に
十
分
な
連
携
・
協
力

関
係
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
民
間
施
設

等
で
相
談
・
指
導
を
受
け
た
日
数
を
指

導
要
録
上
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
同
ス
ク
ー
ル
等
と
の
連
携
が
深
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る

児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

教
育
機
会
確
保
法
に
基
づ
く
連
携
の
在

り
方
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
必
要
性
を
管

理
職
研
修
会
等
で
周
知
・
浸
透
を
図
る

と
と
も
に
、
同
ス
ク
ー
ル
等
と
市
教
育

委
員
会
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
情

報
共
有
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
不
登
校

児
童
生
徒
の
多
様
な
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
等
の
観
点
か

ら
、
同
ス
ク
ー
ル
等
と
の
情
報
交
換
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
交
通
局
に
お
け
る
バ
ス
路
線
の

管
理
の
委
託
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

か
ら
の
状
況
と
、
受
託
者
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は
。

　
ま
た
、
同
委
託
が
受
託
者
を
圧
迫
し

て
い
な
い
か
懸
念
し
て
お
り
、
直
営
に

戻
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
下
で
の
経
費

削
減
策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
受
託

者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
や
バ
ス
路

線
の
移
譲
に
よ
り
局
の
人
員
に
一
時
的

な
余
裕
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
一
部
を
直

営
と
し
た
。
４
年
度
は
業
務
量
な
ど
を

見
直
し
て
新
た
に
結
ん
だ
契
約
が
履
行

さ
れ
、
５
年
度
は
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り

業
務
量
を
減
少
さ
せ
た
ほ
か
、
11
月
か

ら
は
受
託
者
か
ら
相
談
さ
れ
た
乗
務
員

不
足
を
考
慮
し
一
部
を
直
営
と
し
て
い

る
。
受
託
者
か
ら
は
、
今
後
の
業
務
量

の
調
整
に
つ
い
て
も
相
談
が
あ
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
で
き
る
だ
け
招
か
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
協
議
し
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
同
委
託
は
経
営
の
健
全
化
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
の
健
全
化

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
交
通
事
業
を
存

続
さ
せ
る
た
め
に
、
輸
送
の
安
全
、
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
と
と
も
に
、
今
後

と
も
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

３

問

問答 答 児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る

安
心
・
安
全
対
策
事
業

八
重
山
地
域
に
お
け
る

風
力
発
電
計
画

問答 答都
市
計
画
の
線
引
き

問答 い
じ
め
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み

問答 不
登
校
対
策
に
お
け
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
の
連
携

問答 交
通
局
に
お
け
る
バ
ス
路
線
の

管
理
の
委
託

問 鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の

Ｊ
２
昇
格
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ

ま
ち
づ
く
り

　
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
効
率

的
な
公
共
投
資
を
行
う
と
と
も
に
、
農

林
漁
業
と
の
土
地
利
用
の
調
和
を
図
る

た
め
、
都
市
計
画
区
域
を
、
計
画
的
に

市
街
化
を
図
る
市
街
化
区
域
と
市
街
化

を
抑
制
す
べ
き
市
街
化
調
整
区
域
の
２

つ
に
区
分
す
る
も
の
。

解
説
線
引
き
制
度教  

育

公
営
企
業運行中の市バス

歓喜に沸いたＪ２昇格

◀
か
ご
し
ま
自
然
百
選

◀
第
二
次
か
ご
し
ま
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ⓒ KAGOSHIMA UNITED FCⓒ KAGOSHIMA UNITED FC



　問
　
維
新
ふ
る
さ
と
館
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
、

鹿
児
島
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
を

指
定
し
よ
う
と
す
る
件
に
つ
い
て
、
選

定
の
視
点
の
一
つ
で
あ
る
提
案
額
の
評

価
が
０
点
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
協
会
が
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
評
価
し

た
の
か
。

答
　
同
協
会
の
提
案
額
の
審
査
に
当
た

っ
て
は
、
電
気
料
金
の
高
騰
や
人
件
費

の
上
昇
を
踏
ま
え
た
比
較
・
評
価
を
行

っ
た
結
果
、
０
点
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
同
協
会
に
つ
い
て
は
、
提
案
額
の
評

価
は
０
点
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
計

画
は
同
館
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

効
果
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
の
提

案
が
な
さ
れ
、
過
去
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
も
良
好
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
選
定

基
準
等
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
評
価
し
、

今
回
選
定
し
た
。

問
　
横
浜
市
で
は
、
指
定
管
理
業
務
で

人
件
費
の
上
昇
変
動
が
想
定
の
範
囲
を

超
え
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
利
用
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や
適
正

な
管
理
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
場
合
、
指
定
期
間
中
の
賃
金
水
準

の
変
動
に
応
じ
て
委
託
料
を
変
更
す
る

賃
金
水
準
ス
ラ
イ
ド
制
度
を
導
入
し
て

い
る
。

　
指
定
期
間
中
に
物
価
水
準
や
人
件
費

の
上
昇
が
想
定
を
上
回
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
、
本
市
の
指
定
管
理
者
制

度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。

答
　
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
指
定
期
間

中
の
人
件
費
や
物
価
の
変
動
等
に
伴
う

経
費
の
増
に
つ
い
て
も
想
定
し
た
上
で

提
案
額
を
積
算
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

想
定
を
上
回
る
物
価
水
準
等
の
変
動
が

あ
っ
た
場
合
に
対
応
し
た
委
託
料
の
変

更
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

問
　
今
回
の
同
館
に
お
け
る
提
案
額
は
、

人
件
費
や
物
価
の
上
昇
等
を
加
味
し
た

上
で
評
価
を
行
っ
た
と
は
い
う
も
の

の
、
そ
の
評
価
が
０
点
に
な
っ
た
こ
と

は
、
評
価
の
在
り
方
に
関
し
、
実
態
に

そ
ぐ
わ
な
い
状
況
が
あ
り
、
指
定
管
理

者
制
度
全
体
の
ス
キ
ー
ム
に
課
題
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
回
の
選
定
を
機
に
、

所
管
部
局
に
対
し
、
制
度
全
体
の
見
直

し
を
提
言
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
物
価
上
昇
等
の
影
響
に
よ
り
経
費

縮
減
が
大
変
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
本
市
が
示
す
実
績
額
の
み
を
基
準

と
し
て
提
案
額
を
積
算
さ
せ
る
こ
と
や

評
価
の
在
り
方
は
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な

い
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
も
含
め
、

指
摘
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
所
管
部
局

に
そ
の
趣
旨
を
伝
え
、
制
度
運
用
の
見

直
し
に
つ
い
て
全
庁
的
な
協
議
・
検
討

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

４

維
新
ふ
る
さ
と
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定

委
員
会
か
ら
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クローズ アップ！！！
Ｃｌｏｓｅ Ｕｐ

　歴史と伝統ある鹿児島市議会は着実に改革の歩みを進めています。
　議会機能の充実強化を図るため、令和２年７月に議会改革推進ワーキンググループ（ＷＧ）を設け、３つのグループが「議会
改革の素案等」を作成するための協議を行っています。
　ＷＧからの報告を踏まえ、議長が議会運営委員会に提起し、各会派等で協議の上、決定されます。

　第４回定例会では、１件の意見書案を原案どおり可決しました。要旨は
次のとおりです。

●不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度
の確立を求める意見書

　国におかれては、不登校支援の一部である多様な学習機会を確保するた
めに、教育機会確保法制定に際し、衆議院文部科学委員会と参議院文教科
学委員会がそれぞれ附帯決議した内容である「不登校の児童生徒が、いわ
ゆるフリースクール等の学校以外の場において行う多様な学習活動に対し
ては、その負担の軽減のための経済的支援の在り方について検討し、その
結果に基づき必要な財政上の措置を講ずること」を早急に進めることを強
く要請するため、国会及び関係行政庁に対し意見書を提出します。
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　内閣官房長官、こども政策担当大臣、
　　　　　財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

※意見書とは・・・鹿児島市の公益に関することについて、市議会として
の意思を意見としてまとめた文書のことで、国会や国などの関係行政庁
に提出することができます。

　より市民に開かれた議会を目指し、
市公式ＳＮＳ【Ｘ（旧：Twitter）】
を活用した市議会の情報発信を開始
しました。（令和５年12月～）
【内容】
・会期日程　・発言通告一覧表
・翌日の質疑者の氏名等

可決された意見書の要旨

議会改革推進ワーキンググループ
主な協議内容は下記のとおり

・市議会だより紙面の見直し　　・市議会ホームページ掲載内容の充実
・市公式ＳＮＳを活用した市議会情報の発信

●広報ＷＧ【広報の在り方】

・鹿児島市議会ⅠＣＴ推進基本計画の策定
・タブレット端末及びアプリケーションの導入
・タブレット端末の活用及びペーパーレス化の推進

●ⅠＣＴ推進ＷＧ【ⅠＣＴ活用策】

・反問（市長等からの質問）の範囲の見直し
・会期日程の早期公開　　　　　　　　　・委員会記録のホームページ公開
・代表質疑における一問一答方式の試行　・虚礼廃止に関する申合せの見直し

詳しくはホームページをご覧ください。➡

●議会運営ＷＧ【議会運営に関する見直し等】

議
　長

議
会
運
営
委
員
会

※
決
定
機
関

素案等の
作成を要請報告

・
提起

素案等を報告

①

②

③

～議会改革～～議会改革～

～SNSで情報発信～～SNSで情報発信～
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特集 令和４年度決算審査令和４年度決算審査

委員会における審査の一部をご紹介します。委員会における審査の一部をご紹介します。

問　婚活サポート事業は、結婚相談所を運営し、市民の相談
に応じて結婚のあっせん等を行っている。令和４年度は新
たに婚活アドバイザーによるオンライン相談等にも取り組
んでいるが、４年度の登録者数等は。
答　登録者数は、近年減少傾向にあったものの、４年度は、
前年度比69人増の543人となったところである。婚約成立
者数は、前年度比４人減の14人となっており、減少が続い
ている。
問　婚約成立者数は、婚活アドバイザーの配置などさまざま
な取り組みを行っているにもかかわらず、減少が続いてい
ることを踏まえると、登録者数やお見合いの機会を増やす
だけでなく、婚約成立につなげるための取り組みを検討す
べきではないかと考えるが、４年度における取り組みの評
価と今後の対応は。
答　同相談所の運営については、３年度から、同相談所の魅
力を高める取り組みとして、広報の強化のほか、婚活アド
バイザーを設置し、婚活イベントの実施やセミナーの開
催、同相談所職員に対する研修などに取り組んできてお
り、４年度はオンライン相談などにも取り組んだ結果、登
録者数と見合い者数が、３年度より増加したことから、一
定の成果はあったものと考えている。今後は、県が開設し
ている、かごしま出会いサポートセンターとも連携を図る
中で、これまでの取り組みを強化し、同相談所の魅力をさ
らに高めることにより、登録者数の増を図るとともに、婚
約の成立に結びつけるため、お見合いの機会をできるだけ
多く提供できるよう、取り組んでいきたいと考えている。

＜決算特別委員会＞　婚活サポート事業
問　ドクターカーは、平成26年10月の運用開始以来、これ
まで段階的な運用拡大がなされてきているが、大きな課題
である救急医の確保状況と併せ、市立病院としては、365 
日24時間運用の実現に向けて、どのような姿勢で取り組ん
でいく考えか。

答　救急医の確保は、鹿児島大学病院等に対し医師の派遣・
協力を要請するとともに、ドクターバンクかごしまへの登
録や民間の医師求人サイトを通じて募集を行っており、令
和５年３月末時点の救急科医師は15名となっている。
　ドクターカーの運用に十分に対応するためには、現行の
体制でも２名または３名の医師の増員が必要であると考え
ており、６年４月から開始される医師の働き方改革により
時間外勤務が制限されるなどした場合には、さらなる増員
が必要となる可能性があると考えている。
　市立病院としては、365日24時間運用を目指す方針に変
わりはないが、実現には相当数の医師の確保が必要であ
り、医師の働き方改革の影響を勘案した場合、より安定的
に医師を確保できる体制を整えた上で実施する必要がある
ことから、現段階では、まずは
土日の準夜帯までの運用拡大に
向けて取り組むこととしてお
り、今後、深夜帯における救急
車の運用の課題や傷病者の重症
度の評価等を踏まえる中で、
365日24時間運用を目指して
いきたいと考えている。

＜産業観光企業委員会＞　病院事業特別会計決算

天文館図書館１周年イベント時の様子
　　　　　　　 　　 （令和５年４月）

ドクターカー

　鹿児島市議会では、例年、第３回定例会において前年度の決算議案を審査するため「決算特別委員会」を設置し、閉会中に審査を
行い、第４回定例会において同委員会から審査結果の報告を受け、議決を行っています。（病院・交通・水道・船舶の４つの企業会
計の決算議案については、所管の常任委員会である「産業観光企業委員会」で審査を行います。）
　令和４年度の一般会計、特別会計および企業会計の決算議案15件については、５年第４回定例会において、いずれも認定・可決
しました。（会派等の表決態度、議決結果は６面をご覧ください。）

＜令和４年度決算の閉会中審査の状況＞
　１．決算特別委員会
　　審査期間：令和５年11月６日～16日
　　審査議案：一般会計歳入歳出決算、国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算等９議案

　２．産業観光企業委員会
　　審査期間：令和５年11月６日～８日
　　審査議案：病院事業特別会計決算、交通事業特別会計決算等６議案

市民 1人当たりの使い道は ? １人当たり48万3千円のうち、
福祉の充実に約24万円

一般会計の歳出決算額2,880億円の使い道を市民 1人当たりに換算してみました。
 市民 1人当たり
 約48万3千円の使い道
○子育て支援や高齢者の
　医療など福祉の充実に
24万円

○環境や衛生の
　向上に
3万8千円

○商業・観光・農林
　水産業の振興に
2万1千円

○区画整理や道路、
　公園などの整備に
3万6千円

○市債の返済に
4万7千円

○教育の振興に
3万4千円

○市の運営などに
5万7千円

○消防・救急に
1万円



この広報紙は、紙へのリサイクルに適した
材料を用いて作成しています。

かごしま市議会だよりは定例会の開催結果を中心に年４回（２月、５月、８月、11月）発行しています。
次号は令和６年５月１日に発行する予定です。次号の発行予定

議案等に対する各会派等の表決態度

件　　　　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　案

意見
書案

陳情

結果

無

所

属

に
じ
と
み
ど
り

日
本
共
産
党

市
民
連
合

公

明

党

社
民
立
憲

自
民
党
市
議
団

○賛成　×反対　－欠席

▼令和４年度鹿児島市一般会計歳入歳出決算

▼令和４年度鹿児島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

▼令和４年度鹿児島市病院事業特別会計決算について議会の認定を求める件

▼令和４年度鹿児島市交通事業特別会計決算について議会の認定を求める件

▼令和４年度鹿児島市公共下水道事業特別会計決算について議会の認定を求める件

▼令和４年度鹿児島市船舶事業特別会計決算について議会の認定を求める件

▼令和４年度鹿児島市水道事業剰余金処分についての議会の議決及び令和４年度鹿児島市水道事業特

別会計決算についての議会の認定を求める件

▼令和４年度鹿児島市特別会計歳入歳出決算関係〔３件〕

　・地域下水道事業特別会計　　　　　・後期高齢者医療特別会計

　・母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

▼令和４年度鹿児島市特別会計歳入歳出決算関係〔４件〕

　・土地区画整理事業清算特別会計　　・中央卸売市場特別会計

　・桜島観光施設特別会計　　　　　　・介護保険特別会計

▼令和４年度鹿児島市工業用水道事業剰余金処分についての議会の議決及び令和４年度鹿児島市工業

用水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件

▼特別職の職員の給与に関する条例等一部改正の件

▼令和５年度鹿児島市一般会計補正予算（第５号）

▼令和５年度鹿児島市企業会計補正予算関係〔３件〕

　・交通事業特別会計（第２号）　　・水道事業特別会計（第１号）

　・船舶事業特別会計（第２号）

▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔１件　辻ケ丘住宅など76施設の住宅等〕

▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔９件　真砂福祉館など50施設〕

▼鹿児島市旅館業法施行条例一部改正の件

▼鹿児島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例一部改正の件

▼工事請負契約締結の件〔吉野小学校校舎増築その他本体工事〕

▼鹿児島市国民健康保険税条例一部改正の件

▼鹿児島市立学校条例一部改正の件

▼鹿児島市冒険ランドいおうじま条例廃止の件

▼土地改良事業の計画の変更に関する件〔皆与志町川原田地区〕

▼鹿児島市スポーツ施設条例一部改正の件

▼鹿児島市営住宅条例一部改正の件

▼職員の給与に関する条例等一部改正の件

▼災害派遣手当等に関する条例一部改正の件

▼令和５年度鹿児島市企業会計補正予算関係〔２件〕

　・病院事業特別会計（第１号）　　・公共下水道事業特別会計（第１号）

▼不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書提出

の件

▼鹿児島市営住宅条例一部改正による駐車場管理料金設定について

6

議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自民党市議団

西 　 洋 介

霜 出 佳 寿

瀬戸山つよし

山 口 　 健

志摩れい子

山 下 　 要

米山たいすけ

わきた高徳

古 江 尚 子

中 島 蔵 人

中元かつあき

佐 藤 高 広

奥山よしじろう

仮 屋 秀 一

平 山 　 哲

徳 利こうじ

薗 田 裕 之

川 越 桂 路

柿 元 一 雄

入 船 攻 一

向江かほり

大 森 　 忍

まつお晴代

森山きよみ

平山タカヒサ

秋 広 正 健

中 原 　 力

市 民 連 合

日 本 共 産 党

にじとみ どり

無 所 属

4人

3人

2人

1人

20人

こじま洋 子

崎元ひろのり

しらが郁代 松 尾まこと 長 浜 昌 三

合原ちひろ 伊地知紘徳 三反園輝男 片 平 孝 市

園 山 え り たてやま清隆 大園たつや

のぐち英一郎 大 園 盛 仁

小森こうぶん

公 明 党 5人

社 民 立 憲 7人

認定

認定

認定

原案可決

原案可決

原案可決
及び
認定

原案可決
及び
認定

不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ ○ × ○ －

○ ○ ○ ○ × × －

○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ × × －

× × × × ○ ○ ×


